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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、グローバル化の中で変容しつつある南アジアの農村で、マイクロファイナ
ンスがどのような可能性と課題をもつかを検証することである。研究期間中、ブータン、ネパール、スリランカ、バン
グラデシュ、インドの農村地帯で調査を実施し、グローバリゼーションの影響がどのように農村に浸透しており、人々
の金融サービスに対する需要やアクセスにどう影響を及ぼしているかを把握した。農村から海外への労働移動が顕著で
あり、それが農村金融に影響を与えていることや、グローバルなIT技術の発展やマイクロファイナンス産業自体のグロ
ーバル化が新しいタイプの金融サービスを生む一方、法規制が追いついていない現状を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The objective of this research is to examine how microfinance is changing in rural
 areas of South Asia under the forces of globalization. Field research was conducted in rural areas of Bhu
tan, Nepal, Sri Lanka, Bangladesh and India to understand how the forces of globalization penetrate these 
areas and how this  influences people's access to financial services.It has been found that international 
labour migration from rural areas of South Asia is becoming increasing common and that this significantly 
affects the size and the forms of rural finance. It has also been found that the growth of the global micr
ofinance industry is giving rise to new forms of financial services in some of the countries under study, 
while posing new challenges especiallyconcerning regulatory frameworks.       
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１．研究開始当初の背景 
途上国農村におけるマイクロファイナン
スの研究は、1990 年以降急激に増えた。特
に、南アジア農村における貧困削減とマイク
ロファイナンスの関係については、膨大な研
究の蓄積がある。しかし、途上国農村の貧困
問題を解消するためのマイクロファイナン
スという概念も、その途上国農村自体が大き
く変貌を遂げるに従って、新しい分析の視点
が求められるようになった。一方、農村開発
の一環として始まったマイクロファイナン
ス自体も、グローバルな産業として世界的な
発達を遂げ、貧困削減という初期の社会的使
命が置き去りにされつつある現状もある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、グローバル化の中で変容
しつつある南アジアの農村で、マイクロファ
イナンスがどのような可能性と課題をもつ
かを検証することである。ブータン、ネパー
ル、スリランカ、バングラデシュ、インドの
農村地帯で調査を実施し、グローバリゼーシ
ョンの影響がどのように農村に浸透してお
り、それが人々の金融サービスに対する需要
やアクセスにどう影響を及ぼしているかを
考察する。また、グローバル産業として発達
したマイクロファイナンスが、南アジア各国
においてどのような進展を見せており、変わ
りゆく農村地帯の金融ニーズにどのように
対応しているかを分析する。 
 
３．研究の方法 
南アジアには、マイクロファイナンスの老
舗ともいえる組織が多数ある。しかし、その
発展経路は国によって異なり、アプローチの
仕方や法的枠組みも大きく異なる。本研究で
は、バングラデシュ、インド、スリランカ、
ネパール、ブータンのマイクロファイナンス
機関や援助機関を訪問し、近年の政策的動向
を調査する。さらに、これらの国々の農村に
おいて、グローバル化がどのような形で貧困
層の生活に影響を与えているかを調査し、こ
の変化に対応する新しい形のマイクロファ
イナンスのサービス内容や提供方法につい
ても農村調査を通じて明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究を通じ、以下の点を明らかにした。 
①南アジア（ブータン、ネパール、スリラン
カ、バングラデシュ、インド）の農村地帯は、
グローバリゼーションの影響を強く受けて
いる。何をもってグローバリゼーションの影
響と特化するかは難しいが、もっとも顕著な
現象としては、これらの国々における海外出
稼ぎ労働者の増加が挙げられる。本研究にお
いては、ネパール、バングラデシュ、インド、
スリランカの農村で、南アジア地域内もしく
は中東への海外出稼ぎ労働者が増えており、
その結果、海外送金の額も増加していること
がわかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②マイクロファイナンス産業がグローバル
な展開を見せる中、南アジア各国政府による
政策方針は、概ね同じ方向を向いているとい
える。一方で、それぞれの国におけるマイク
ロファイナンスの発展経路は同じではなく、
国による個別の特徴も顕著である。ブータン
はマイクロファイナンスの実績において最
も遅れているものの、国際的な政策方針をブ
ータン開発銀行を通じてトップダウンで施
行しており、ある意味では国際的な流れに最
も足並みを揃えているといえる。一方、バン
グラデシュは最も早くから、現在のマイクロ
ファイナンスの先駆けとなる革新的な試み
を次々に生み出してきたが、それゆえにグロ
ーバルなマイクロファイナンスの商業化の
流れには乗らず、非営利を貫く団体が今も主
流を占めている。その一方で、携帯電話を用
いた支払いシステム bKash を始めとする、
民間セクターの新しい動向が注目される。 
インドにおいては SKS マイクロファイナ
ンスという金融会社が 2010 年にボンベイ証
券取引所で株式公開を果たし、国際的に注目
を集めた。しかし、その直後に債務者の相次
ぐ自殺が報道され、社会的な責任が問われる
事態に発展した。これを受け、SKSマイクロ
ファイナンスの本拠地であるアンドラプラ
デシュ州政府はマイクロファイナンス機関
への規制を強化し、その余波は現在も続いて
いる。本件はインドにとどまらず、グローバ
ルなレベルで、マイクロファイナンス機関の
行き過ぎた商業化に警鐘を鳴らす契機にな
った。 
スリランカにおいては、歴史の古い農村金
融の共同組合組織であるサナサと、民間銀行
であるサナサ開発銀行とが協力し、農村組織
と近代的金融サービスを合体させたサービ
スを展開している。また、輸出用紅茶産業に
おけるインデックス保険導入の試み等、新し
い動向も見られる。 
 
③グローバルな情報技術の発展とともに、
様々な情報端末を用いた新しいマイクロフ
ァイナンスの技術が、南アジアの農村にも持
ち込まれている。山岳地帯に住民が点在する
ブータンやネパールでも、手のひらサイズの
小型パソコンを用いた顧客管理や、モバイル
バンキングの兆しがみられる。バングラデシ

 



ュでは、携帯電話を用いた支払いシステム
bKashが都市部を中心に導入されており、今
後は農村部でも普及する可能性を秘めてい
る。 
 
④これらを総合的に見た場合、南アジアの農
村地帯は、海外出稼ぎ労働者の増加や、アグ
リビジネス等輸出産業への参入機会の増加
により、金融サービスへの需要が増大してい
るといえる。また、金融サービスの種類とし
ては、従来のようなグループ貸付け方式より
は、個人単位の貸付けを好む傾向があり、融
資以外にも、送金サービス、各種支払いサー
ビス、穀物保険商品等、マイクロファイナン
ス商品需要の多様化が見られる。 
 
(2) 得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
 南アジア個々の国におけるマイクロファ
イナンス機関の影響評価については、数々の
研究成果がある。しかし、個別の国を超えた
南アジア農村部における全体的傾向や、それ
がグローバリゼーションとどのように連動
しているかといった考察は少ない。その原因
の一つは、南アジアの国々の多様性に求めら
れるが、南アジア各国からの中東への出稼ぎ
労働者の増加が、これらの国々におけるマイ
クロファイナンスへの需要形成に大きな影
響を与えていることは否定できない事実で
ある。また、IT技術を使ったモバイルバンキ
ングや支払いシステム、インデックス保険の
導入等、従来の南アジア農村で提供されてい
た金融サービスとは大きく異なる革新的な
サービス普及の端緒を明らかにしたことも、
本研究の成果であるといえる。さらに、南ア
ジア全体における農村人口の大きさを考え
ると、本地域における貧困削減という社会的
使命と、上述した新しい金融サービスの導入
とが、どのようなバランスのもとに進展して
いくかを検討したことは、世界のマイクロフ
ァイナンス産業の今後にも示唆を与える。 
 
(3)今後の展望 
 本研究において、マイクロファイナンスの
社会的使命である貧困対策と、グローバル化
による新しい金融需要の進展とが、バランス
よく共存するための１つの鍵を握るのは、マ
イクロファイナンスに関する法的枠組みで
あることが浮かびあがった。ほとんどの国で、
この法規制が金融技術の進展に追いついて
いないのが現状である。今後は、法的枠組み
がどのようにマイクロファイナンスの技術
的進展を促進し、また行き過ぎた商業化に歯
止めをかけ得るのかを研究する余地がある。 
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